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昭
和
十
年
六
月
三
十
日

本
年
度
前
期
例
會
は
六
月
三
十
日
の
日
暇
日
に
午
后
二
時
よ

り
九
大
第
二
畢
生
焔
何
所
で
行
ふ
．

常
日
は
蛾
日
來
の
豪
雨
で
水
害
至
る
所
に
繩
出
、
雨
に
昭
ぢ

込
め
ら
れ
た
曾
場
は
批
問
か
ら
厩
を
つ
け
て
、
左
の
講
澁
が
．
あ

っ
た
０－

、
迩
敬
師
の
仰
氾
に
就
い
て

九
大
助
激
授
小
島
吉
雄
氏

一
、
漢
代
文
化
の
東
漸
と
日
韓
の
形
勢

九
大
激
援
軍
松
俊
章
氏

（
梗
概
別
記
）

誰
油
の
後
同
所
に
て
晩
餐
御
に
う
つ
る
。
食
後
次
の
研
兜
濯

表
溌
話
が
交
換
さ
れ
午
后
八
時
昭
愈
。

一
、
輻
岡
縣
史
料
編
蕊
に
つ
い
て

縣
蝿
託
伊
東
尾
四
郎
氏

近
刊
の
幅
岡
縣
史
料
鋪
三
柳
の
紹
介
あ
り
猫
今
後
の
企
剖

に
つ
い
て
陳
述
せ
ら
れ
鹸
近
和
閑
の
日
本
研
究
審
ラ
ー
デ

ル
博
士
の
來
紺
等
を
語
ら
れ
る
。

乗
報

九
大
史
學
會
例
會 彙

報

一
、
江
戸
時
代
に
於
け
る
人
形
村
の
戸
口
締
密
調
査
の
一
例

而
高
激
援
安
田
毒
代
門
氏

人
形
挽
師
で
有
名
な
氏
の
故
郷
徳
島
滞
池
那
郡
鮎
陳
西
村

の
江
戸
時
代
戸
口
粘
査
記
録
を
紹
介
せ
ら
れ
た
（
日
本
文

駆
輔
五
巻
第
五
號
及
六
號
川
氏
論
文
参
照
）

一
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
風
習
に
つ
い
て

鰐
駆
博
士
戸
上
駒
之
助
氏

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
風
俗
習
出
に
大
い
に
東
洋
的
の
も
の
が
あ

る
辨
を
漫
溌
せ
ら
れ
た
。

諦
淡
梗
概

漢
代
文
化
の
東
漸
ご
日
韓
の
形
勢

軍
松
俊
章
氏

瀧
代
文
化
の
半
島
東
漸
は
既
に
支
那
峨
剛
時
代
か
ら
推
称
が

認
め
ら
る
槌
。
そ
れ
は
繁
氏
刺
鯲
王
岡
の
成
立
で
あ
る
Ｏ
瀧
初

燕
の
亡
命
術
浦
が
之
に
取
っ
て
代
っ
た
甑
、
魏
氏
は
既
に
そ
の

開
祁
股
の
韮
子
よ
り
四
十
餘
代
を
錘
過
し
て
ゐ
た
な
ど
稲
す
れ

ど
こ
れ
は
元
よ
り
信
ず
る
こ
と
は
州
来
ぬ
が
、
少
く
と
も
之
が

職
Ⅷ
巾
雅
ｕ
後
、
支
那
内
地
の
戦
禍
と
苛
賦
と
を
避
け
て
蝿
東

か
ら
朝
鮮
竿
島
に
安
住
の
地
を
求
め
た
山
迩
川
北
の
沈
族
柿
民

一
八
七

’



Ｉ
Ｉ

、

乗
報

剛
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
の
な
い
庵
で
あ
ら
う
。
之
が
邪
庇
上
、

史
上
に
見
え
た
第
一
回
の
瑛
族
の
竿
脇
樫
災
剛
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ら
う
。
第
一
同
は
秦
禾
洩
初
の
動
剛
吋
に
於
け
る
漢
族
の

大
雛
移
住
が
即
ち
こ
れ
で
、
術
氏
の
古
州
鮮
は
之
を
代
表
せ
る

も
の
で
あ
る
。
第
三
皿
の
大
緊
侈
雌
は
洪
域
轡
の
半
品
征
服
岱

時
に
行
は
れ
た
も
の
で
、
史
記
平
準
秤
に
「
形
鶴
凹
が
朝
鮮
を

城
し
漁
海
郡
を
近
く
や
、
燕
爽
の
間
、
瞭
然
と
し
て
溌
動
す
」

な
ど
あ
る
の
が
、
そ
の
例
迩
で
あ
る
。
此
の
噸
術
氏
歯
時
の
館

二
次
修
民
剛
は
第
三
次
移
民
剛
の
新
卿
勢
力
に
推
さ
れ
て
南
方

に
移
り
、
第
一
次
の
韮
氏
移
災
削
を
史
に
耐
韓
地
方
に
雁
廸
し

た
。
か
く
て
第
一
、
二
、
三
次
の
漢
族
修
災
の
耐
方
謹
移
に
作

ふ
て
半
島
の
稗
發
開
化
は
潮
次
に
北
方
か
ら
南
方
に
發
腱
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
前
淡
末
か
ら
後
漢
の
劫
に
か
け
て
大
恕
牛
島

に
第
四
次
の
爽
族
が
杉
住
せ
る
幽
に
は
淡
族
文
化
は
完
全
に
半

島
全
土
に
普
及
し
、
引
い
て
は
我
が
剛
九
州
に
ま
で
そ
れ
が
波

及
し
た
。
朝
鮮
史
上
で
、
新
糀
の
六
部
が
元
、
北
鮮
か
ら
侈
住

し
た
諸
ゆ
る
浪
樂
迩
民
（
平
埋
地
方
の
遮
洩
族
移
民
）
の
「
阿

残
東
人
」
か
ら
成
立
し
た
な
ど
仰
ふ
る
の
は
半
島
附
部
の
韓
族

と
樂
浪
地
方
か
ら
南
遜
せ
る
漢
族
と
の
岡
化
融
合
し
た
那
迩
を

傳
ふ
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
Ｏ
加
之
、
早
く
か
ら
手
蛙
南
部
に
振

っ
て
ゐ
た
倭
人
に
も
之
が
影
響
し
て
九
州
方
面
に
そ
の
勢
力
の

後
退
を
餘
俄
な
く
せ
し
め
た
様
で
あ
る
。

朝
鮮
史
、
殊
に
新
羅
史
上
で
餅
時
匝
全
倭
人
の
侵
入
を
記
せ

’

一
八
八

る
は
、
之
が
反
励
と
し
て
我
が
民
族
の
祀
先
が
大
賎
に
於
け
る

足
埼
の
悲
迩
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
は
兎
に
角
と
し
て
半

島
に
於
け
る
泓
交
化
の
南
進
が
趣
に
我
が
九
州
に
波
及
し
て
釧

鐡
等
の
催
秀
な
る
武
器
の
純
用
が
始
ま
り
、
之
を
利
川
し
て
祁

武
天
皇
を
中
心
と
せ
る
大
知
部
族
の
束
征
と
も
な
っ
た
も
の
で

こ
れ
は
大
体
、
前
洩
未
汕
の
動
飢
時
に
鋪
四
阿
の
大
陸
修
災
群

が
半
品
北
部
に
紗
到
し
た
西
糺
↓
川
前
の
甑
で
あ
っ
た
ら
う
と
恩

は
れ
る
。
（
兀
松
敷
扱
手
記
）

連
歌
師
の
傅
記
に
つ
い
て

小
島
吉
雄
氏

迩
砿
師
と
い
ふ
導
門
職
業
の
發
生
は
明
確
な
所
は
分
ら
な
い

け
れ
ど
も
、
大
躰
錐
介
時
代
の
中
咳
に
は
既
に
存
在
し
た
も
の

と
老
へ
て
よ
る
し
い
・
最
初
は
生
計
の
讃
を
述
歌
に
求
め
た
も

の
で
な
く
、
た
だ
心
の
慰
み
と
し
て
述
歌
を
樂
ん
だ
所
洲
雌
寄

者
が
杜
徹
の
雛
典
す
る
ま
ま
に
迩
歌
で
活
計
を
た
て
る
や
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
池
歌
帥
は
殆
ど
皆
法
躰
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
平
安
朝
末
か
ら
雄
ん
に
あ
ら
は
れ
た
風
流
砿
佃
の
系
統
を
ひ

い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
師
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
と
と
ろ
か

ら
見
る
と
、
あ
ま
り
牙
分
の
商
か
つ
た
も
の
と
は
理
は
れ
な

い
ｏ
と
こ
ろ
が
洋
竪
今
沌
誰
鯉
と
い
ふ
称
物
に
蕃
阿
法
師
が
鷲
の

尾
の
花
の
下
で
た
は
む
れ
に
時
の
上
皇
の
御
簾
を
か
が
け
奉
っ

た
と
い
ふ
話
が
出
て
ゐ
る
や
う
に
、
下
賎
な
迩
歌
法
師
も
文
糀

’



「

を
通
じ
て
高
批
に
も
立
交
る
と
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
て
、
此

の
辿
砿
師
が
堂
上
趾
族
と
擬
鯛
し
癖
た
と
こ
ろ
か
ら
、
連
歌
師

の
地
位
と
い
ふ
も
の
が
向
上
す
る
鰹
総
を
癖
た
の
で
あ
る
○
通

歌
史
上
、
迩
歌
師
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
た
公
丞
で
特
錘
す
べ
き

も
の
が
三
人
あ
る
Ｕ
二
條
艮
基
、
一
條
兼
艮
、
三
條
西
迩
隆
が

即
ち
是
れ
で
あ
る
が
、
此
の
三
人
の
所
へ
は
そ
の
柑
時
の
遜
砿

宗
匠
が
夫
を
蛸
架
し
、
そ
し
て
此
の
人
達
を
中
心
と
し
て
弛
砿

の
興
隆
を
企
劃
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
燕
に
興
蝶
あ

る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
公
家
と
辿
砿
師
と
の
關
係
に
は
時
代
的

差
述
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
ま
た
そ
の
時
代
文
化
州
の
一
面
を
示

し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
Ｏ
艮
韮
は
迩
峨
師
に
對
し
て
は
あ
ら
ゆ

る
方
面
で
指
導
者
的
地
位
に
立
っ
て
ゐ
る
。
兼
良
は
駆
問
的
に

迩
歌
伽
を
詣
導
し
て
ゐ
る
が
、
辿
歌
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
艮

韮
ほ
ど
の
折
導
的
樅
威
を
も
っ
て
ゐ
な
い
。
宙
隆
に
な
る
と
、

全
く
迩
歌
師
に
引
ず
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
も
駆
間
的
に
も

庇
作
的
に
も
遮
歌
師
の
後
塵
を
押
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
各
時
代
の
傑
相
が
あ
ら
は
れ
て
ゐ
て
面
白
い
。

さ
て
辿
歌
師
の
型
を
兄
る
に
、
俗
人
型
と
腫
迦
群
測
と
の
二

つ
の
型
が
あ
る
。
述
砿
師
に
は
在
荻
泌
帥
が
多
い
か
ら
俗
臭
紛

々
た
る
も
の
が
多
い
。
寧
ろ
此
の
俗
臭
あ
る
方
が
辿
峨
師
本
来

の
面
側
と
老
へ
た
方
が
街
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

辿
峨
師
に
は
風
に
川
枇
間
的
心
塊
に
他
し
催
迩
者
生
活
に
入
り

切
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
炭
下
浦
断
と
か
、
十
住

乗
報

心
院
心
敬
と
か
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
此
の
睡
遁
者
型
と
俗
人

型
と
に
よ
っ
て
そ
の
思
想
に
も
幾
分
仙
趣
が
。
あ
っ
て
、
そ
の
述

歌
論
の
上
に
も
韮
述
が
生
じ
て
ゐ
る
。
俗
人
型
と
い
ふ
も
の

は
、
ま
た
武
士
的
と
い
ふ
箭
葉
で
荷
ひ
か
へ
ら
れ
る
の
で
も
武

士
か
ら
鱒
向
し
た
辿
欧
帥
に
此
の
武
士
的
俗
人
型
が
蓬
だ
多

い
。
辿
砿
帥
の
仰
紀
に
は
分
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
岐
近

で
は
商
山
表
瑚
の
裕
仰
抄
と
か
古
今
述
談
集
と
か
い
ふ
や
う
な

新
壷
料
も
發
兄
せ
ら
れ
て
段
を
明
か
に
な
っ
て
來
て
を
る
ｏ
述

蝋
師
と
九
州
と
の
關
係
も
少
し
は
分
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
一
二
を

弦
に
述
べ
て
み
る
。
（
中
略
）
迩
砿
師
は
地
方
武
士
か
ら
の
鮎

料
で
生
活
し
て
ゐ
た
の
で
陰
す
て
の
癖
意
ま
は
り
を
す
る
た
め

始
雑
旅
打
を
し
て
ゐ
る
。
此
の
旅
行
に
よ
っ
て
公
家
文
化
を
地

方
へ
仰
播
し
、
ま
た
武
家
的
新
興
思
湖
を
公
家
に
仲
へ
て
雨
文

化
の
仲
蝶
者
と
な
り
、
中
枇
文
化
の
排
殊
．
柵
に
大
い
に
面
献
す

る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
こ
と
は
衆
知
の
こ
と
で
あ
る
。

（
祇
島
助
汲
扱
手
記
）

昭
和
十
年
十
月
六
日

後
期
側
會
は
秋
哨
れ
の
十
月
六
日
午
后
二
時
よ
り
九
大
轆
二

駆
生
錐
御
所
で
開
か
れ
た
。
先
づ
誹
斌
徹
は
砿
松
激
授
の
挾
拶

に
始
り

一
、
三
碗
の
新
岬
縄
九
大
誰
師
日
野
粥
三
郎
比

一
、
元
迩
防
蛾
の
新
發
見
九
大
敏
趣
長
沼
礎
海
氏

挺
油
敬
披
は
賎
れ
た
史
料
で
あ
る
、
編
岡
縣
築
上
郡
角
田
村

一
八
九

』

１
１
１
０
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I

ひ

國
史
學
會
例
會

第
三
十
四
阿
例
愈
（
十
月
八
日
）

一
、
町
人
の
勃
興
に
開
す
る
一
考
察
小
江
慶
雄

近
江
噺
人
を
中
心
と
し
て
座
の
地
理
的
分
布
、
鍵
避
を
碗

き
肱
商
人
と
諸
大
寺
と
の
蹄
係
よ
り
小
脈
商
人
山
越
商
人

０

乗
報

末
久
文
神
に
よ
っ
て
元
避
の
博
多
繩
防
伽
の
疑
問
を
解
か
れ

た
。
粘
微
な
諭
琶
は
一
片
の
梗
慨
の
よ
く
す
る
所
で
な
い
か
ら

日
野
拙
帥
の
新
説
と
共
に
伽
溌
表
の
雛
を
侠
っ
・

識
繊
の
筏
晩
餐
啓
席
上
で
の
研
究
發
表
は
左
の
通
り

一
、
エ
チ
オ
ピ
ヤ
に
剥
い
て

九
大
教
授
長
認
吉
氏

伊
叫
と
の
服
に
問
魑
化
し
た
ヱ
チ
オ
ピ
ヤ
耐
剛
の
雁
史
か

ら
今
回
の
歌
件
を
遡
上
に
輩
さ
れ
た
。

一
、
享
保
年
間
の
磁
禰
岡
滞
の
財
政
に
つ
い
て

文
駆
士
伊
奈
雌
次
氏

求
保
十
五
六
年
度
の
幅
岡
藩
天
川
收
入
禽
計
統
計
に
つ
い

て
の
研
究
を
説
明
さ
れ
、
庇
疑
晒
祥
あ
り
。

一
、
咽
禰
寺
所
蔽
天
女
年
巾
僻
家
帳

女
駆
士
背
木
誰
迩
氏

祠
岡
市
内
の
識
刹
聖
輻
寺
に
瓶
す
る
天
文
十
二
年
の
年
號

あ
る
俄
家
帳
を
紹
介
せ
ら
れ
稀
時
の
叫
多
の
社
愈
州
の
一

面
を
示
さ
れ
た
。
（
鈍
山
）

’

一
九
○

竿
に
没
ぴ
次
い
で
職
叫
武
好
と
の
關
係
、
城
下
町
の
押
管

に
論
及
せ
ら
る
Ｏ

鋪
三
十
五
川
例
愈
（
十
二
月
九
日
）

一
、
繩
津
に
於
け
る
満
和
源
氏
の
發
展
と
多
田
圧
の

成
立
に
就
て
宮
下
勝
次

先
づ
人
的
關
係
を
中
心
と
し
て
多
田
源
氏
の
發
展
を
吟
味

し
次
に
物
的
關
係
を
巾
心
と
し
て
多
田
庄
の
地
名
、
位
世

交
通
、
及
び
多
川
庄
附
近
の
練
濟
的
意
錐
を
述
べ
避
後
に

人
的
物
的
二
哩
圭
の
結
合
と
し
て
の
多
田
庄
に
就
き
て
研

究
を
發
尖
。

第
三
十
六
向
例
愈
へ
十
二
月
十
七
日
）

一
、
塞
町
初
期
に
於
け
る
博
多
商
人
の
地
位有

光
保
茂

仰
多
商
人
と
九
州
探
超
と
の
關
係
、
蕊
府
と
の
關
係
を
明

ら
か
に
さ
れ
次
に
博
多
商
人
宗
金
の
地
位
を
九
州
探
鼬
と

の
關
係
、
老
概
紫
日
本
行
錐
の
箸
務
宋
希
班
と
の
關
係
、

鞭
府
と
の
關
係
を
純
明
さ
れ
、
後
に
萩
野
文
脈
本
老
松
亜

日
本
行
鎌
を
展
磁
。
以
上
何
れ
も
大
多
数
の
畢
生
川
席
の

下
に
長
沼
先
生
の
御
批
誹
有
り
。
（
栴
垣
）

読
書
會

剛
犯
駆
含
規
定
に
よ
り
原
則
と
し
て
毎
凋
三
時
間
講
推
以
外

に
駆
生
州
立
の
研
究
を
行
っ
て
ゐ
る
ｏ
鏡
山
助
手
柚
蠅
刑
手
の

’
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指
導
に
よ
り
活
鍼
あ
る
研
究
が
絞
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
只
後
駆
期

に
臨
時
誰
義
絞
川
の
た
め
欠
課
の
あ
っ
た
郡
を
遼
憾
と
す
る
。

後
學
期
テ
キ
ス
ト
貞
永
式
目
の
輪
講

・
出
席
者
鋺
山
助
手
、
梢
垣
刑
手
、
宮
下
、
有
光
、
原
田
、

阿
部
や
本
田
、
井
上
の
各
君
（
有
光
）

参
御
者
の
・
公
的
私
的
な
所
用
で
勤
越
的
に
し
か
肌
く
を
僻
な

か
っ
た
事
は
泄
憾
で
あ
る
。
来
る
新
駆
期
よ
り
、
本
獅
の
生
み

の
親
で
あ
る
竹
岡
激
疫
の
御
師
刺
も
あ
る
歌
だ
し
、
新
し
く
力

狸
く
踏
み
川
す
事
を
望
ん
で
ゐ
る
。
毎
會
御
川
席
下
さ
っ
た
金

田
助
數
援
に
深
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

出
席
者
金
田
助
數
遼
、
鏡
山
助
手
、
榊
唾
刑
手
、
伊
藤
、

波
多
●
、
本
多
冠
青
木
諸
畢
士
響

一
、
六
月
二
十
一
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り
老
古
里
研
究
室

に
て
開
催
。

戸
令
金
田
助
激
授

一
、
十
月
十
日
（
木
）
全

一
、
十
月
十
七
日
（
木
）
全

一
、
十
一
月
二
十
七
日
全
全

田
令
栴
厘
刑
手

、
ｚ
１
Ｊ
－
、
ノ

《
鄙
〃
副
（
邦
』

垂
報

國
史
識
読
會

修
學
旅
行

岡
史
悪
政
生
の
修
夙
旋
行
の
意
味
で
十
一
月
二
十
三
、
四
日

の
胴
日
の
休
日
を
利
用
し
て
、
熊
本
縣
菊
池
、
玉
名
恥
郡
へ
一

泊
旅
行
を
行
っ
た
。
午
前
七
時
三
十
一
分
博
多
溌
、
同
十
時
高

瀬
扉
下
車
、
玉
名
巾
畢
中
川
先
生
等
に
迎
へ
ら
れ
て
直
ち
に
同

町
在
住
の
鹿
子
木
家
を
訪
問
す
る
ｏ
ｎ
韮
の
先
祁
は
隈
本
城
主

と
し
て
峨
脚
塒
代
の
雄
族
で
あ
っ
て
系
附
や
大
友
、
粒
雄
寺
、

渦
品
閉
係
の
丈
抑
等
二
時
川
に
亙
り
秤
見
ノ
ー
ト
し
て
同
家
を

跡
去
し
た
。
一
行
は
秋
暗
れ
の
田
舎
誼
を
Ｈ
側
耶
毫
斌
に
・
分
乗

し
て
商
潮
町
の
郊
外
伊
倉
に
至
り
隣
人
栞
を
見
學
、
更
に
切
支

丹
蕊
碑
、
完
町
時
代
以
降
の
板
碑
の
歎
多
あ
る
蕊
地
で
一
同
長

沼
該
↓
迩
指
郷
の
下
に
拓
本
と
り
に
大
敢
と
な
る
。
又
埴
．
を
弛
せ

て
玉
名
郡
茄
武
村
腱
泥
寺
に
詩
く
。
紫
賜
山
臓
祀
寺
は
後
村
上

天
哩
硴
平
六
年
菊
池
武
時
の
建
立
開
山
は
大
判
祁
帥
で
あ
る
。

そ
の
藏
す
る
女
神
三
百
総
迩
の
多
倣
に
の
ぼ
り
雁
仙
菊
池
家
關

係
の
も
の
が
大
部
を
占
め
て
ゐ
る
。
切
つ
め
た
時
川
で
は
到
底

綴
き
れ
ず
他
日
Ｗ
・
跡
の
擁
に
判
愛
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
臓

禰
寺
丈
押
は
諦
服
寺
女
刈
等
と
共
に
Ｋ
名
中
學
で
感
興
版
の
巻

物
が
出
来
て
鵬
り
中
川
先
生
竿
の
御
好
意
に
よ
り
時
間
の
許
す

隈
り
拠
稚
溌
兄
の
似
が
典
へ
ら
れ
た
。
寺
を
酢
し
て
Ⅳ
ぴ
車
上

の
人
と
な
り
山
鹿
に
向
ふ
。
途
に
玉
諮
郡
江
川
村
の
有
福
な
船

山
古
城
を
見
畢
、
山
鹿
洲
呆
に
至
り
洗
心
閥
に
一
泊
。

明
け
て
二
十
四
日
午
前
八
時
山
鹿
溌
隈
府
町
に
至
る
。
前
日

一
九
一

｜
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國
史
學

徳
川
對
迎
牡
會
と
町
人
階
級
小
江
腱
雄

後
三
條
天
皇
の
御
謹
位
に
つ
き
て
河
野
房
男

藤
原
刺
に
於
け
る
天
王
寺
参
術
の
一
考
祭
波
多
野
呪
三

九
州
に
於
け
る
石
浦
水
八
嚇
別
宮
の
研
究
嵩
峪
百
太
郎

蕊
末
維
新
時
代
に
於
け
る
排
抑
の
研
究
湯
川
澁
文

東
洋
史
學

脈
沙
門
法
琳
の
研
究
庄
野
興
溌

西
洋
史
學

メ
ッ
テ
ル
ニ
ッ
ヒ
「
鵬
制
」
の
理
論
的
韮
磯
と
そ
の
歴
史

的
地
位

金
炳
税

業
報

卒
業
揃
文
紹
介

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
、
シ
ス
テ
ム
の
理
論
的
韮
礎
と
そ
の

雁
史
的
地
位

金
炳
椎

］
○
画
。
三
日
冨
○
境
尉
》
ご
戸
・
苦
言
ロ
㈹
二
』
己
蜀
昌
ご
旨
匡
二
］
菌

旦
①
印
画
の
館
昌
雪
印
Ｑ
①
門
固
く
登
山
胃
ご
』
〕
冒
甸
』
，
圃
昌
応
扁
の
旨
面

（
弓
９
１
岳
邑
）
．
ｇ
９
．
罰
．
Ｐ
．
旨
）
ｇ
５
Ｈ
①
》
国
耐
８
』
昌

具
岳
①
国
閻
具
○
目
巖
禺
さ
口
ご
司
冒
【
高
①
（
畠
９
１

扇
ご
）
忌
曽
．
の
紹
介
。
談
井
刑
手

（
讃
升
）

昭
和
一
○
年
度

史
學
専
攻
生
卒
業
論
文
題
目

！
Ｉ

一
九
四

カ
ロ
ル
ス
王
棚
時
代
を
中
心
と
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